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⑴　

全
般 

　

こ
れ
ま
で
に
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
両
国
が
、
い

か
な
る
背
景
で
ド
ロ
ー
ン
を
開
発
し
、
戦
争
で
ど
の

よ
う
に
運
用
し
、
い
か
な
る
成
果
を
あ
げ
て
い
る
か

を
焦
点
に
説
明
し
て
き
た
。
ま
ず
、
不
明
確
と
な
っ

て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
定
義
し
、
発
展
の
歴
史
を
概
観

（
そ
の
1
）、
両
軍
が
使
用
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
の
種

類
と
具
体
的
な
運
用
（
そ
の
2
～
そ
の
4
）、ド
ロ
ー

ン
と
対
ド
ロ
ー
ン
の
新
た
な
戦
い
（
そ
の
5
）
に
つ

い
て
述
べ
て
き
た
。

　

今
回
の
戦
争
で
は
、様
々
な
新
旧
兵
器
が
登
場
し
、

既
に
4
年
以
上
に
わ
た
り
激
し
い
攻
防
戦
を
繰
り
広

げ
て
い
る
が
、
特
に
、
全
領
域
の
作
戦
で
ド
ロ
ー
ン

を
最
大
限
に
活
用
し
た
戦
い
方
は
、
戦
争
の
特
性
を

大
き
く
変
化
さ
せ
て
い
る
。
戦
争
の
特
性
は
、戦
場
、

戦
術
、
技
術
、
兵
器
シ
ス
テ
ム
、
指
揮
な
ど
が
相
互

に
関
連
し
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
マ
ー
ク
・
ミ

リ
ー
（M

ark M
illey

）
元
米
統
合
参
謀
本
部
議
長

は
「
現
在
、
我
々
は
人
工
知
能
A
I
や
ロ
ボ
ッ
ト
に

よ
り
人
類
の
歴
史
で
最
大
の
本
質
的
な
移
行
を
経
験

し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
に
お
け
る
各
種
ド
ロ
ー
ン
の
全
領
域
に
お

け
る
活
躍
を
見
れ
ば
、
戦
い
に
お
け
る
本
質
的
な
変

化
は
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。

　

ド
ロ
ー
ン
は
急
速
に
進
化
し
、
多
様
化
し
、
高
度

ド
ロ
ー
ン
は
戦
い
方
を

　

ど
の
よ
う
に
変
え
た
か

（
そ
の
6
・
最
終
回
）

井
上　

武　
陸
自
78
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化
し
、
前
線
の
塹
壕
戦
か
ら
、
1
0
0
0
㎞
以
上
離

れ
た
縦
深
深
く
に
所
在
す
る
ロ
シ
ア
の
戦
略
目
標
の

攻
撃
ま
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
陸
・
海
・

空
の
作
戦
領
域
に
加
え
て
、
指
揮
通
信
、
電
子
戦
、

情
報
戦
、
認
知
戦
な
ど
幅
広
い
任
務
に
使
用
さ
れ
て

い
る
。

　

著
者
は
、
陸
上
に
お
け
る
火
力
戦
闘
の
骨
幹
部
隊

で
あ
る
野
戦
特
科
部
隊
（
砲
兵
部
隊
）
に
長
年
勤
務

し
、
火
力
戦
闘
に
つ
い
て
考
え
、
実
射
訓
練
や
指
揮

所
訓
練
で
部
隊
を
演
練
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ

の
砲
兵
部
隊
で
の
経
験
を
通
じ
て
ド
ロ
ー
ン
の
特
性

を
再
確
認
し
、
ド
ロ
ー
ン
が
変
え
た
地
上
戦
闘
の
様

相
を
要
約
し
て
み
た
い
。

⑵　

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
戦
場
の
透
明
化

　

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
（Carl von Clausew
itz

）

は
『
戦
争
論
（V

om
 K

riege

）』
の
中
で
、「
戦
争

と
は
不
確
実
な
領
域
で
あ
る
。
戦
争
に
お
け
る
行
動

の
基
礎
と
な
る
事
柄
の
4
分
の
3
は
、
多
か
れ
少
な

か
れ
不
確
実
な
霧
の
中
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
戦
場
の
霧
」
と
言
わ
れ
る
概
念
で
あ
る

が
、「
戦
場
の
霧
」
は
彼
自
身
が
使
用
し
た
言
葉
で

は
な
く
、
後
世
の
軍
事
理
論
家
が
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
の
概
念
を
要
約
し
た
言
葉
で
あ
る
。
情
報
の
不
確

実
さ
、
刻
々
と
変
化
す
る
戦
況
、
人
間
の
心
理
が
作

戦
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
を
「
不
確
実
な
霧
」
と
表
現

し
た
も
の
で
あ
る
。
大
量
の
ド
ロ
ー
ン
が
、
24
時
間

中
飛
び
回
っ
て
い
る
現
代
の
戦
場
を
見
た
と
き
、
戦

争
理
論
の
大
家
で
あ
る
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
ど
の

よ
う
に
評
価
す
る
か
は
興
味
深
い
。

　

著
者
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
開
始
さ

れ
て
以
降
、
戦
場
、
特
に
前
線
の
戦
闘
を
撮
影
し
た

画
像
を
数
多
く
見
て
き
た
が
、
高
速
で
移
動
す
る
戦

車
、
隠
蔽
さ
れ
た
火
砲
、
行
動
不
能
と
な
っ
た
戦
闘

車
両
、
塹
壕
に
隠
れ
る
兵
士
、
夜
間
に
行
動
す
る
兵

士
な
ど
あ
ら
ゆ
る
目
標
が
ド
ロ
ー
ン
の
標
的
と
な
っ

て
い
る
様
子
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
全
戦
場
が
透

明
化
さ
れ
て
お
り
、
ド
ロ
ー
ン
の
偵
察
か
ら
逃
げ
る

場
所
が
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
目
標
の
位
置

決
定
も
極
め
て
正
確
で
あ
る
。
火
砲
陣
地
は
概
略
の

位
置
で
は
な
く
広
域
に
分
散
し
て
い
る
各
火
砲
の
細

部
位
置
ま
で
詳
細
に
把
握
さ
れ
て
お
り
、
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
正
確
な
射
撃
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

著
者
の
砲
兵
部
隊
で
の
経
験
で
は
、
正
確
性
に
欠

け
る
目
標
情
報
に
大
量
の
砲
弾
を
撃
ち
込
ん
で
も
、

所
望
の
射
撃
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ず
、ま
た
、

運
よ
く
正
確
な
火
砲
陣
地
情
報
を
入
手
で
き
た
と
し

て
も
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
で
な
い
場
合
は
、
陣
地

変
換
し
た
後
の
敵
砲
兵
部
隊
が
存
在
し
な
い
古
い
陣

地
に
大
量
の
無
駄
な
砲
弾
を
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
。

砲
迫
火
力
が
偵
察
ド
ロ
ー
ン
と
密
接
に
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
射
撃
効
果
は
劇
的
に
改
善
し
て
い
る
。

　

ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
得
ら
れ
た
正
確
な
情
報
は
、
火

力
戦
闘
の
み
な
ら
ず
、
戦
場
の
霧
を
大
幅
に
晴
ら
す

事
が
で
き
、
作
戦
指
揮
の
迅
速
化
、
効
率
化
、
正
確

化
に
貢
献
で
き
る
。

⑶　

攻
撃
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
キ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
高
速

化
　

戦
場
の
透
明
化
に
加
え
、
ド
ロ
ー
ン
は
火
力
戦
闘

を
根
底
か
ら
変
え
て
い
る
。
攻
撃
ド
ロ
ー
ン
の
特
徴

を
明
確
に
す
る
た
め
、
砲
迫
火
力
の
特
徴
と
比
較
し

て
み
た
い
。
砲
迫
火
力
の
よ
う
な
間
接
照
準
射
撃
で

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
観
測
機
関
が
目
標
を
迅
速
に

発
見
し
、
そ
の
位
置
を
決
定
し
、
射
撃
指
揮
班
が
射

撃
諸
元
を
算
定
し
、
砲
班
が
砲
弾
を
発
射
し
、
最
後

に
観
測
機
関
が
射
撃
効
果
を
判
定
す
る
一
連
の
キ
ル

チ
ェ
ー
ン
を
い
か
に
高
速
化
す
る
か
で
あ
る
。

　

敵
の
砲
兵
部
隊
は
被
害
を
極
限
す
る
た
め
、
一
つ

の
陣
地
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
絶
え
ず
陣
地
変
換
し

て
お
り
、
キ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
高
速
化
は
、
対
砲
兵
戦

で
勝
利
を
収
め
る
た
め
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ

の
サ
イ
ク
ル
完
結
に
要
す
る
時
間
は
、
砲
兵
部
隊
の

練
度
や
射
撃
指
揮
統
制
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化
の
状
況

に
左
右
さ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
数
分
は
必
要
と
な

る
。

　

こ
の
よ
う
な
砲
兵
部
隊
の
特
徴
と
比
較
す
る
と
、

ド
ロ
ー
ン
の
キ
ル
チ
ェ
ー
ン
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ

る
。F
P
V
ド
ロ
ー
ン
や
徘
徊
型
自
爆
ド
ロ
ー
ン
は
、

キ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
高
速
化
を
飛
び
越
え
、
キ
ル
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チ
ェ
ー
ン
が
一
体
化
し
て
い
る
。
操
作
手
は
あ
た
か

も
ド
ロ
ー
ン
に
搭
乗
し
て
い
る
よ
う
な
視
点
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
間
接
照
準
射
撃
で
は
な
く
、

直
接
照
準
射
撃
に
準
じ
た
特
性
を
有
し
て
い
る
。
砲

兵
部
隊
は
、
観
測
機
関
と
射
撃
指
揮
班
と
砲
班
の
三

者
が
一
体
と
な
り
連
携
し
な
い
と
火
力
戦
闘
が
で
き

な
い
。
F
P
V
ド
ロ
ー
ン
や
徘
徊
型
自
爆
ド
ロ
ー
ン

は
、
す
べ
て
の
機
能
が
一
体
と
な
っ
て
お
り
、
敵
の

捜
索
、
発
見
、
追
跡
、
攻
撃
を
ほ
ぼ
同
時
に
進
行
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑷　

ド
ロ
ー
ン
の
柔
軟
性
と
多
様
な
任
務
へ
の
対
応

　

ド
ロ
ー
ン
は
、
き
わ
め
て
柔
軟
性
を
持
っ
た
兵
器

で
あ
る
。
特
に
空
中
ド
ロ
ー
ン
は
陸
上
の
地
形
障
害

に
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
敵
の
目
標
を
上
空
か

ら
攻
撃
で
き
、
作
戦
の
全
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
今
ま

で
に
な
い
強
力
な
火
力
戦
闘
手
段
で
あ
る
。
隠
・
掩

蔽
さ
れ
た
地
下
の
塹
壕
内
、
市
街
地
の
ビ
ル
の
中
、

森
林
内
、
海
中
、
さ
ら
に
は
前
線
か
ら
遠
く
離
れ
た

後
方
地
域
の
目
標
を
攻
撃
で
き
、
ま
た
、
移
動
経
路

上
の
要
点
で
待
ち
伏
せ
攻
撃
も
可
能
で
あ
る
。

　

ド
ロ
ー
ン
は
陸
上
の
戦
闘
で
使
用
さ
れ
る
ほ
と
ん

ど
の
兵
器
と
結
合
し
、
地
対
地
の
火
力
戦
闘
を
空
対

地
の
火
力
戦
闘
に
変
換
で
き
る
。
F
P
V
の
よ
う
な

小
型
及
び
中
型
ド
ロ
ー
ン
は
、
前
線
に
お
い
て
は
、

手
り
ゅ
う
弾
、
地
雷
、
小
銃
弾
、
て
き
弾
、
小
型
砲

弾
、
テ
ル
ミ
ッ
ト
焼
夷
弾
、
小
型
ミ
サ
イ
ル
な
ど
を

搭
載
し
、
最
前
線
で
の
塹
壕
戦
闘
を
始
め
と
し
て
、

要
点
へ
の
緊
急
な
地
雷
散
布
、敵
の
地
雷
の
無
力
化
、

移
動
中
の
戦
車
へ
の
対
戦
車
戦
闘
、
砲
迫
火
力
の
代

替
と
し
て
対
砲
兵
戦
、
電
磁
波
攻
撃
、
対
ド
ロ
ー
ン

戦
、
後
方
地
域
で
は
、
兵
站
部
隊
・
施
設
や
後
続
部

隊
へ
の
攻
撃
が
可
能
と
な
る
。
海
上
ド
ロ
ー
ン
は
艦

艇
や
潜
水
艦
を
攻
撃
、
長
距
離
自
爆
ド
ロ
ー
ン
は
ロ

シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
や
軍
事
施
設
を
攻
撃
し
て

い
る
。

　

U
G
V
は
U
A
V
と
連
携
し
、
あ
る
い
は
単
独

で
後
方
支
援
任
務
や
偵
察
任
務
で
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
戦
闘
任
務
に
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
、
U
G
V
の
攻
撃
に
よ
り
ロ

シ
ア
小
部
隊
を
撃
破
し
て
後
退
さ
せ
る
戦
果
を
あ
げ

て
い
る
。
小
規
模
で
は
あ
る
も
の
の
無
人
車
両
と
有

人
部
隊
が
連
携
す
る
攻
撃
が
可
能
と
な
っ
て
き
た
。

⑸　

ド
ロ
ー
ン
は
火
力
戦
闘
の
主
役
へ

　

砲
兵
は
戦
場
の
女
神
と
呼
ば
れ
、
火
力
戦
闘
の
主

役
と
な
っ
て
き
た
。
過
去
の
戦
闘
に
お
け
る
敵
砲
迫

に
よ
る
日
本
兵
の
戦
死
者
を
取
り
上
げ
て
み
れ
ば
、

旅
順
総
攻
撃
時
の
砲
撃
に
よ
る
戦
死
者
は
約
20
％
、

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
お
け
る
割
合
は
約
53
％
を
占
め

て
い
る
。
2
0
1
4
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
東
部
ド
ン
バ
ス
地
域
の
戦
闘
に
お
け
る
戦
死
者

は
、
約
1
万
4
0
0
0
名
で
、
そ
の
9
割
は
砲
迫
火

力
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
2
0
2
2
年
か
ら
の

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
多
く
の
戦
傷
者
は
、

統
計
資
料
は
な
い
が
、
同
じ
く
砲
迫
火
力
に
よ
る
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、ド
ロ
ー
ン
の
本
格
的
な
登
場
は
、

火
力
戦
闘
の
主
役
を
変
え
つ
つ
あ
る
。
F
P
V
ド

ロ
ー
ン
は
塹
壕
内
の
歩
兵
を
制
圧
し
、
走
行
中
の
戦

闘
車
両
を
次
々
と
撃
破
し
て
お
り
、
半
数
以
上
の
戦

車
の
損
害
は
F
P
V
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
O
S
I
N
T
情
報
と
し
て
信
頼

で
き
る@

T
opLeadW

U

の
X
へ
の
投
稿
記
事

（2024.12.21

）
に
よ
れ
ば
、
2
0
2
4
年
9
月
か

ら
12
月
中
旬
ま
で
の
ロ
シ
ア
軍
の
破
壊
さ
れ
た
全
装

備
の
64・7
％
、火
砲
の
66・2
％
、戦
車
の
57・3
％
、

戦
闘
装
甲
車
の
52
・
7
％
が
、
F
P
V
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
戦
傷
者
数
に

つ
い
て
の
正
確
な
情
報
は
な
い
が
、
2
0
2
4
年

後
半
以
降
は
、
砲
迫
火
力
に
よ
る
戦
傷
者
数
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ド

ロ
ー
ン
の
火
力
戦
闘
手
段
と
し
て
の
有
効
性
か
ら
、

前
線
に
お
け
る
戦
闘
環
境
は
劇
的
に
変
化
し
て
い
る
。

⑹　

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
新
た
な
戦
闘
環
境
の
形
成

　

前
線
に
大
量
に
投
入
さ
れ
た
空
中
ド
ロ
ー
ン
は
、

戦
い
方
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
新
た
な
戦
闘
環
境
を

作
り
あ
げ
て
い
る
。
防
御
側
は
、
敵
攻
撃
部
隊
を
陣

地
に
構
築
し
た
障
害
と
各
種
火
力
を
密
接
に
連
携
さ

せ
て
、
阻
止
・
撃
破
す
る
。
こ
の
た
め
、
従
来
の
防
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御
戦
闘
で
は
、
陣
地
前
方
に
対
戦
車
障
害
や
地
雷
原

を
重
層
的
に
構
築
し
、
砲
迫
火
力
や
対
戦
車
火
力
を

集
中
す
る
キ
ル
ゾ
ー
ン
と
言
わ
れ
る
小
さ
な
撃
破
区

域
を
設
定
し
て
敵
部
隊
の
攻
撃
を
迎
え
撃
つ
こ
と
に

な
る
。
空
中
ド
ロ
ー
ン
の
出
現
は
こ
の
よ
う
な
状
況

を
激
変
さ
せ
た
。

　

I
S
R
ド
ロ
ー
ン
に
加
え
て
大
量
の
F
P
V
ド

ロ
ー
ン
や
徘
徊
型
自
爆
ド
ロ
ー
ン
な
ど
が
前
線
上
空

を
飛
び
回
り
、
小
部
隊
の
行
動
さ
え
も
可
視
化
し
、

発
見
後
は
直
ち
に
攻
撃
さ
れ
る
幅
広
い
撃
破
地
域
が

生
ま
れ
て
い
る
。
彼
我
の
接
触
線
か
ら
約
10
～
15
㎞

の
地
域
全
体
が
撃
破
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
機
動
中

の
戦
車
さ
え
も
簡
単
に
撃
破
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

暗
視
装
置
や
赤
外
線
画
像
装
置
を
装
備
し
た
空
中
ド

ロ
ー
ン
は
、昼
夜
関
係
な
く
飛
行
す
る
こ
と
が
で
き
、

夜
間
に
隠
密
行
動
す
る
部
隊
や
車
両
も
容
易
に
撃
破

さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
ド
ロ
ー
ン
の
脅
威
か
ら
部
隊
や
装

備
を
守
る
た
め
に
従
来
の
戦
術
行
動
を
見
直
し
様
々

な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
対
策
の
中
で
は
、
ド

ロ
ー
ン
の
脅
威
が
な
か
っ
た
過
去
の
戦
い
で
も
よ
く

見
ら
れ
る
古
典
的
な
対
策
が
、
現
代
の
ド
ロ
ー
ン
対

策
と
し
て
再
び
注
目
さ
れ
て
い
る
。
耐
久
性
の
あ
る

塹
壕
や
掩
体
壕
の
構
築
、
市
街
地
の
堅
牢
な
構
築
物

の
活
用
、
歩
兵
の
分
散
配
置
や
隠
蔽
・
掩
蔽
、
機
動

性
が
あ
る
バ
ギ
ー
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
を
使
用
し
た
分

散
攻
撃
、
砲
迫
火
砲
の
広
域
分
散
配
置
及
び
夜
間
射

撃
、
車
両
を
防
護
す
る
コ
ー
プ
ケ
ー
ジ
（Cope 

cage

）
装
甲
の
取
り
付
け
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
対
策
に
加
え
、
機
動
戦

の
考
え
方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
再
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

13　

機
動
戦
の
現
代
的
意
義
と
変
質

⑴　

機
動
戦
に
関
す
る
議
論

　

前
線
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
活
躍
は
、
機
動
戦
の

意
義
に
つ
い
て
の
議
論
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
。
戦

力
で
圧
倒
す
る
ロ
シ
ア
軍
は
攻
勢
作
戦
を
重
視
し
、

一
部
の
地
域
で
は
占
領
地
を
拡
大
で
き
た
も
の
の
、

戦
傷
者
の
増
加
や
装
備
の
大
損
害
を
招
い
て
お
り
、

決
定
的
に
有
利
な
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
は
で
き
て

い
な
い
。
両
軍
は
対
峙
す
る
陣
地
地
域
で
一
進
一
退

の
攻
防
戦
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
戦
い
は
消
耗
戦
の

様
相
を
呈
し
て
い
る
。
軍
事
専
門
家
の
間
で
は
、
こ

の
よ
う
な
戦
い
方
を
巡
っ
て
、
機
動
戦
の
現
代
的
な

意
義
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　

英
国
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
大
学
の
戦
争
学
者
の
ア
ン
ソ

ニ
ー
・
キ
ン
グ
（A

nthony K
ing

）
教
授
や
軍
事

ア
ナ
リ
ス
ト
の
ア
モ
ス
・
C
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
（A

m
os 

C.Fox

）
氏
は
、
機
動
戦
に
否
定
的
な
見
解
を
述
べ

て
い
る
。

　

市
街
地
作
戦
の
専
門
家
で
あ
り
、
現
代
戦
に
お
け

る
市
街
地
の
意
義
や
戦
闘
様
相
に
つ
い
て
深
く
分
析

し
て
い
る
キ
ン
グ
教
授
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

　
「
機
動
と
は
、
敵
の
弱
点
と
な
る
後
方
や
側
面
の

有
利
な
位
置
へ
の
大
規
模
な
前
進
行
動
で
、
敵
に
耐

え
が
た
い
ほ
ど
の
損
害
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

20
世
紀
の
英
陸
軍
は
、
機
動
を
戦
術
的
・
作
戦
的
成

功
の
鍵
と
見
な
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
21
世

紀
の
市
街
地
戦
で
は
真
の
機
動
の
機
会
は
失
わ
れ
て

お
り
、
大
部
隊
が
敵
の
側
面
や
後
方
に
侵
入
す
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
防
御
部
隊
が
都
市
の
要

所
を
防
御
し
た
場
合
、
攻
撃
部
隊
は
、
各
要
塞
の
陣

地
を
逐
次
に
突
破
し
、
掃
討
し
、
占
領
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」

　

ま
た
、
キ
ン
グ
教
授
は
、
2
0
2
2
年
9
月
の

ハ
ル
キ
ウ
の
反
攻
作
戦
に
つ
い
て
、「
21
世
紀
の
戦

場
環
境
に
お
い
て
も
機
動
戦
は
可
能
で
あ
る
こ
と
を

示
し
た
」
と
評
価
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て

い
る
。「
今
日
に
お
い
て
も
機
動
が
可
能
で
あ
る
こ

と
と
、
機
動
が
陸
戦
の
指
導
原
則
で
あ
り
続
け
る
こ

と
は
別
次
元
の
問
題
で
あ
る
。
現
代
戦
に
お
け
る
機

動
の
地
位
を
理
解
す
る
に
は
、
こ
の
反
撃
作
戦
を
可

能
と
し
た
広
範
な
作
戦
環
境
を
分
析
す
る
必
要
が
あ

る
」

　

さ
ら
に
、キ
ン
グ
教
授
は
、「
ほ
と
ん
ど
の
ロ
シ
ア・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
戦
闘
は
、
市
街
地
に
お
け
る
陣



　 （　　）20（偕行　令和 8 年 7・8 月号）

地
戦
で
あ
り
、
こ
の
市
街
地
戦
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の

反
攻
作
戦
の
可
能
性
を
生
み
出
し
て
お
り
、
市
街
地

が
ロ
シ
ア
軍
を
拘
束
し
、
耐
え
が
た
い
消
耗
を
与
え

て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
加
え
て
、
ハ
ル
キ
ウ
反
攻

作
戦
が
見
事
に
成
功
し
た
の
は
、
ロ
シ
ア
軍
が
市
街

地
の
重
要
性
を
無
視
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
軍
の
作
戦
成
功
は
、
迅
速
な
機
動
で
容
易
に
街
を

占
領
で
き
た
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
て
い
る
。
英
陸

軍
は
、
現
代
の
陸
上
作
戦
に
お
け
る
機
動
の
役
割
を

再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

　

一
方
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
氏
は
、「
機
動
は
、
敵
を
奇

襲
す
る
た
め
、
敵
の
重
点
や
そ
の
他
の
重
要
な
能
力

及
び
脆
弱
性
に
指
向
し
た
力
の
行
使
で
あ
り
、欺
瞞
、

速
度
、
主
導
性
を
駆
使
し
、
認
知
的
な
麻
痺
を
誘
発

し
、
敵
の
組
織
的
な
連
携
を
分
断
し
、
敵
を
撃
破
す

る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、現
代
の
技
術
の
進
歩
は
、

機
動
に
必
要
な
条
件
や
構
成
要
素
を
窒
息
死
さ
せ
て

お
り
、
そ
の
結
果
、
機
動
は
死
ん
だ
」
と
明
確
に
述

べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
彼
は
次
の
よ
う
に
付
け
加
え
て
い
る
。

　
「
機
動
の
死
は
、
戦
争
の
都
市
化
の
結
果
で
も
あ

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
、開
け
た
地
形
で
戦
闘
せ
ず
、

市
街
地
や
そ
の
ほ
か
の
機
動
が
制
約
さ
れ
る
場
所

で
、
ロ
シ
ア
軍
の
強
さ
を
分
散
さ
せ
、
機
動
能
力
を

奪
っ
た
。
市
街
地
は
、
戦
術
的
な
行
動
を
制
約
し
、

機
動
の
2
大
要
素
で
あ
る
速
度
と
奇
襲
を
困
難
と

し
、
ま
た
、
精
密
打
撃
能
力
、
偵
察
・
監
視
ド
ロ
ー

ン
、
攻
撃
ド
ロ
ー
ン
な
ど
は
、
陸
上
部
隊
が
探
知
さ

れ
、
標
的
に
さ
れ
、
開
け
た
土
地
で
の
攻
勢
作
戦
の

優
位
性
は
失
わ
れ
て
い
る
」

　

他
方
で
、
パ
ッ
ト
・
ギ
ャ
レ
ッ
ト
（Pat Garrett

）

元
海
兵
隊
大
佐
と
フ
ラ
ン
ク
・
ホ
フ
マ
ン
（Frank 

H
offm

an

）
元
海
兵
隊
中
佐
は
、
機
動
の
現
代
的
な

意
義
を
認
め
て
い
る
。
両
者
は
「
機
動
が
死
ん
だ
と

は
思
わ
な
い
。
戦
い
の
性
質
は
変
化
し
て
い
る
が
、

ハ
ル
キ
ウ
反
攻
作
戦
は
、
陽
動
、
欺
瞞
、
H
I
M
A

R
S
に
よ
る
攻
撃
、
機
動
部
隊
運
用
な
ど
を
踏
ま
え

れ
ば
、
機
動
戦
の
模
範
と
見
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述

べ
て
、機
動
戦
を
否
定
す
る
主
張
に
反
論
し
て
い
る
。

　

上
記
の
機
動
戦
に
関
す
る
軍
事
専
門
家
の
議
論
を

踏
ま
え
て
、
2
0
2
2
年
9
月
の
ハ
ル
キ
ウ
州
で
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
機
動
戦
と
2
0
2
4
年
9
月
か
ら

2
0
2
5
年
4
月
に
生
起
し
た
ク
ル
ス
ク
州
で
の
両

軍
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
動
戦
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
見

て
み
よ
う
。

⑵　

ハ
ル
キ
ウ
州
及
び
ク
ル
ス
ク
州
の
機
動
戦
の
特

徴■
ハ
ル
キ
ウ
州
の
機
動
戦

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
、
そ
れ
ま
で
の
防
御
か
ら
反
撃

に
転
じ
て
、
2
0
2
2
年
9
月
6
日
か
ら
約
10
日
間

の
短
期
間
で
、
ク
ピ
ャ
ン
ス
ク
近
郊
の
ロ
シ
ア
支
配

地
域
の
縦
深
ま
で
侵
攻
し
て
、
ハ
ル
キ
ウ
州
の
ほ
ぼ

全
域
の
約
6
0
0
0
平
方
㎞
の
地
域
を
解
放
す
る
と

い
う
模
範
的
な
機
動
戦
を
実
施
し
た
。
奇
襲
さ
れ
た

ロ
シ
ア
軍
は
、
武
器
や
装
備
を
放
置
し
、
兵
士
は
市

民
の
衣
服
や
自
転
車
、
車
を
盗
ん
で
逃
走
す
る
姿
が

散
見
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
軍
は
、
西
部
集
団
軍
の
寄
せ

集
め
の
部
隊
で
、
戦
力
は
減
衰
し
て
お
り
、
士
気
は

低
く
、
脱
走
も
続
い
て
い
た
。
そ
の
う
え
に
、
へ
ル

ソ
ン
州
と
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
州
に
一
部
兵
力
を
転
用
し

た
た
め
配
備
上
の
弱
点
を
形
成
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
、
米
国
供
与
の
H
I
M
A
R
S

16
両
で
約
3
か
月
間
の
精
密
打
撃
で
後
方
地
域
の

4
0
0
以
上
の
重
要
目
標
を
破
壊
し
た
の
ち
、
約
6

個
機
動
旅
団
で
攻
撃
し
た
。
H
I
M
A
R
S
に
よ
る

戦
力
減
殺
、
陽
動
、
欺
瞞
に
加
え
て
、
最
終
的
に
機

動
部
隊
に
よ
る
敵
弱
点
へ
の
集
中
攻
撃
で
ロ
シ
ア
軍

陣
地
を
崩
壊
さ
せ
た
。
こ
の
作
戦
で
は
ド
ロ
ー
ン
の

活
躍
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
お
ら
ず
、
H
I
M
A

R
S
火
力
支
援
と
ロ
シ
ア
軍
の
弱
点
を
捕
捉
し
攻
撃

し
た
機
動
部
隊
に
よ
る
典
型
的
な
機
動
戦
と
評
価
で

き
る
。

■
ク
ル
ス
ク
州
で
の
機
動
戦

　

ク
ル
ス
ク
州
の
機
動
戦
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
躍

が
大
き
な
焦
点
と
な
っ
た
。2
0
2
4
年
8
月
6
日
、

数
千
人
規
模
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
、
北
東
部
ス
ム
イ

州
か
ら
ロ
シ
ア
の
ク
ル
ス
ク
州
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
、

10
日
間
で
国
境
か
ら
35
㎞
ま
で
前
進
し
た
。
8
月
27
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日
ま
で
に
約
1
3
0
0
平
方
㎞
を
制
圧
し
、
約
1 

0

0
の
集
落
を
占
拠
し
、
ロ
シ
ア
兵
6
0
0
人
を
捕
虜

と
す
る
大
成
果
を
あ
げ
た
。
核
保
有
国
で
あ
る
ロ
シ

ア
領
土
へ
の
奇
襲
攻
撃
の
成
功
は
世
界
を
驚
か
せ

た
。
こ
の
作
戦
は
機
動
戦
の
成
功
の
要
件
を
よ
く
満

た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

N
H
K
の
取
材
を
受
け
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
広
報

担
当
兵
の
タ
ラ
ス
・
デ
ル
カ
チ
氏
は
次
の
様
に
説
明

し
て
い
る
。
①
ロ
シ
ア
軍
が
ス
ム
イ
州
で
別
の
戦
線

を
開
こ
う
と
し
て
い
る
と
恐
れ
る
ふ
り
を
し
て
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
は
部
隊
を
前
線
に
隠
密
裏
に
配
置
し

た
。②
無
人
機
や
衛
星
を
使
っ
て
徹
底
的
に
偵
察
し
、

西
側
か
ら
詳
細
な
衛
星
情
報
の
提
供
を
受
け
た
。
③

ロ
シ
ア
側
の
配
置
や
動
き
を
完
全
に
把
握
し
た
う
え

で
、
一
晩
で
全
部
隊
を
配
置
に
つ
け
、
攻
撃
を
開
始

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
説
明
は
奇
襲
成
功
の
一
端
を
述
べ
て
い

る
が
、
機
動
戦
の
成
功
要
因
と
し
て
は
十
分
で
は
な

い
。
な
ぜ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
少
な
い
戦
力
で
、
自

国
領
土
に
防
御
陣
地
を
構
築
し
て
い
る
ロ
シ
ア
軍
を

撃
破
で
き
た
の
か
？　

奇
襲
で
敵
を
混
乱
さ
せ
、
組

織
的
な
対
応
を
困
難
に
し
た
後
、
敵
を
撃
破
す
る
た

め
に
は
敵
に
勝
る
火
力
が
必
要
で
あ
る
。
戦
闘
は
究

極
的
に
決
勝
点
に
対
す
る
火
力
の
集
中
競
争
で
あ

り
、
機
動
も
そ
の
一
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
機
動

戦
の
成
功
要
因
と
し
て
、
電
子
戦
と
ド
ロ
ー
ン
の
活

躍
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

電
子
戦
の
専
門
家
で
あ
る
デ
ー
ビ
ッ
ト
・
ハ
ン

ブ
リ
ン
グ
（D

avid H
am

bling

）
氏
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
軍
は
ク
ル
ス
ク
電
撃
侵
攻
を
ど
の
よ
う
に
成

功
さ
せ
た
か
と
い
う
興
味
深
い
記
事
を
投
稿
し
て
い

る
。第
1
段
階
を
電
子
電
撃
戦
、第
2
段
階
を
ド
ロ
ー

ン
電
撃
戦
と
捉
え
て
い
る
。

　

第
1
段
階
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
ロ
シ
ア
軍
の

監
視
網
と
な
っ
て
い
る
固
定
翼
型
偵
察
ド
ロ
ー
ン
を

撃
墜
し
、
偵
察
活
動
を
困
難
に
し
た
。
次
に
、
電
子

偵
察
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
短
距
離
ジ
ャ
マ
ー

を
前
線
に
持
ち
込
ん
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
、
国
境

付
近
の
ロ
シ
ア
軍
の
無
線
通
信
網
の
主
要
な
周
波
数

と
ド
ロ
ー
ン
制
御
用
の
周
波
数
を
前
も
っ
て
特
定
し

て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
ロ
シ
ア
軍

ド
ロ
ー
ン
は
優
先
度
が
低
く
、
最
新
の
ジ
ャ
マ
ー
対

策
も
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
探
知
・
識
別
・
誘
導

能
力
が
大
幅
に
低
下
し
た
。

　

第
2
段
階
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
大
量
の
高
精
度

な
F
P
V
ド
ロ
ー
ン
で
塹
壕
や
地
下
掩
蔽
部
を
攻

撃
し
、
開
口
部
を
作
り
、
そ
の
開
口
部
か
ら
ド
ロ
ー

ン
を
投
入
し
て
地
下
壕
を
掃
討
し
、
後
続
部
隊
が
最

終
的
に
突
入
し
て
占
拠
し
た
。
こ
の
様
な
プ
ロ
セ
ス

を
繰
り
返
し
て
占
領
地
の
拡
大
を
図
っ
た
。電
子
戦
、

ド
ロ
ー
ン
攻
撃
、
突
入
部
隊
が
高
度
に
連
携
し
た
機

動
戦
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ロ
シ
ア
軍
も
9
月
中
旬
以
降
に
態
勢
を

立
て
直
し
、
新
た
な
部
隊
の
増
強
な
ど
に
よ
り
ウ
ク

ラ
イ
ナ
軍
を
圧
倒
し
始
め
た
。
2
0
2
5
年
2
月
23

～
24
日
に
は
精
鋭
ド
ロ
ー
ン
部
隊
「
ル
ビ
コ
ン
」
を

投
入
し
、
ス
ジ
ャ
町
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
後
方
連
絡

線
を
集
中
攻
撃
し
て
甚
大
な
損
害
を
与
え
た
。
ロ
シ

ア
軍
は
最
も
優
秀
な
ド
ロ
ー
ン
操
縦
手
を
集
め
、ジ
ャ

ミ
ン
グ
を
受
け
て
も
運
用
可
能
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ド

ロ
ー
ン
を
投
入
し
た
。
ま
た
、
後
方
連
絡
線
の
要
点

に
F
P
V
ド
ロ
ー
ン
を
事
前
に
着
陸
さ
せ
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
軍
の
兵
站
車
両
の
通
過
時
に
待
ち
伏
せ
攻
撃
を

加
え
て
い
る
。

　

重
要
な
兵
站
線
を
遮
断
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
、

3
月
10
日
頃
か
ら
撤
退
を
開
始
し
、
3
月
13
日
、
ロ

シ
ア
軍
は
ス
ジ
ャ
町
を
奪
還
し
、
4
月
26
日
、
ゲ
ラ

シ
モ
フ
・
ロ
シ
ア
軍
参
謀
総
長
は
、
ク
ル
ス
ク
州
を

解
放
し
た
と
発
表
し
た
。
ロ
シ
ア
軍
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
軍
が
成
功
し
た
ド
ロ
ー
ン
戦
術
を
逆
に
応
用
し

て
、
こ
の
機
動
戦
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
ド
ロ
ー
ン
戦
力
は
戦
争
を
消
耗
戦
へ
と
導
く
一

方
で
、
逆
に
消
耗
戦
を
機
動
戦
へ
転
換
す
る
力
を

持
っ
て
い
る
。

⑶　
機
動
戦
の
見
直
し
と
再
定
義

　

ハ
ル
キ
ウ
州
及
び
ク
ル
ス
ク
州
の
機
動
戦
の
分
析

か
ら
、
機
動
戦
は
引
き
続
き
有
効
な
考
え
方
で
あ
る

も
の
の
、
従
来
の
狭
い
機
動
戦
の
枠
組
み
か
ら
脱
却
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す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特

に
、
ド
ロ
ー
ン
や
電
子
戦
の
活
躍
が
ク
ル
ス
ク
州
で

の
機
動
戦
を
支
え
た
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
陸
、
海
、

空
、
宇
宙
、
サ
イ
バ
ー
戦
、
電
磁
波
戦
、
認
知
戦
と

い
っ
た
多
様
な
領
域
を
含
む
「
拡
大
し
た
機
動
戦
」

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

現
代
の
戦
い
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
ド
メ
イ
ン
で
敵
の

シ
ス
テ
ム
を
奇
襲
し
て
、
混
乱
さ
せ
弱
体
化
さ
せ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
機
動
戦

は
、
敵
部
隊
の
撃
破
だ
け
を
目
的
に
す
る
の
で
は
な

く
、
敵
の
シ
ス
テ
ム
全
体
を
弱
体
化
さ
せ
る
方
向
へ

シ
フ
ト
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

著
者
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
分
析
を

通
じ
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
精
密
兵
器
の
急

速
な
発
展
や
市
街
地
戦
の
拡
大
は
、
攻
撃
側
よ
り
防

御
側
に
よ
り
多
く
の
利
点
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
型
の
機
動
戦
は
そ

の
意
義
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
敵
を
奇
襲
し
、
速
度
を
発
揮
し

て
、
敵
に
対
応
の
い
と
ま
を
与
え
な
い
機
動
戦
の
利

点
は
、
現
代
戦
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
有
効
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
の
歩
兵
・
砲
兵
・
機
甲
・

航
空
・
施
設
と
い
っ
た
諸
職
種
共
同
に
よ
る
狭
義
の

機
動
戦
を
改
め
て
、ド
ロ
ー
ン
、電
子
戦
、サ
イ
バ
ー

戦
、
宇
宙
領
域
を
含
む
新
た
な
機
動
戦
へ
と
再
定
義

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

現
代
の
軍
事
組
織
や
部
隊
は
、
統
合
化
さ
れ
た
近

代
的
シ
ス
テ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る

ド
メ
イ
ン
で
敵
の
シ
ス
テ
ム
を
奇
襲
し
、混
乱
さ
せ
、

組
織
的
な
対
処
を
不
可
能
に
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し

た
「
全
ド
メ
イ
ン
の
機
動
戦
」
と
再
定
義
す
れ
ば
、

現
代
戦
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
戦
争
の
性

質
の
変
化
や
機
動
戦
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

14　

ド
ロ
ー
ン
の
限
界

　

ド
ロ
ー
ン
は
画
期
的
な
兵
器
で
あ
る
が
、
す
べ
て

を
解
決
で
き
る
万
能
の
兵
器
で
は
な
く
、
能
力
の
限

界
も
有
し
て
お
り
、
今
後
の
ド
ロ
ー
ン
の
整
備
に
あ

た
っ
て
は
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

⑴　

対
ド
ロ
ー
ン
兵
器
の
進
化

　

ド
ロ
ー
ン
の
前
に
大
き
く
立
ち
は
だ
か
る
の
が
、

対
ド
ロ
ー
ン
兵
器
の
急
速
な
進
化
で
あ
る
。
本
論
文

で
も
触
れ
た
と
お
り
、
電
子
戦
を
は
じ
め
多
様
な
対

抗
手
段
が
開
発
・
導
入
さ
れ
て
い
る
。
近
い
将
来
に

は
、
開
発
中
の
高
出
力
レ
ー
ザ
ー
や
マ
イ
ク
ロ
波
な

ど
の
指
向
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
兵
器
に
よ
り
ド
ロ
ー
ン
が

容
易
に
撃
破
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
対
ド

ロ
ー
ン
技
術
が
ド
ロ
ー
ン
の
能
力
を
凌
駕
す
る
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。
戦
車
と
対
戦
車
兵
器
の
激
し

い
戦
い
は
、
1
0
0
年
以
上
も
続
い
て
き
た
が
、
ド

ロ
ー
ン
と
対
ド
ロ
ー
ン
の
戦
い
も
決
し
て
一
過
性
の

も
の
で
は
な
く
、む
し
ろ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、

両
者
の
攻
防
戦
の
推
移
を
冷
静
に
分
析
す
る
必
要
が

あ
る
。

⑵　

地
域
の
占
領
・
確
保
能
力

　

ド
ロ
ー
ン
は
敵
戦
力
を
減
殺
で
き
る
が
、
特
定
の

地
域
を
物
理
的
に
占
領
し
、
継
続
し
て
確
保
す
る
能

力
は
な
い
。
国
土
を
守
り
、
占
領
地
域
を
最
終
的
に

奪
回
・
占
拠
で
き
る
の
は
、
依
然
と
し
て
部
隊
で
あ

り
兵
士
で
あ
る
。
ド
ロ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
最
新
の

技
術
や
兵
器
は
戦
い
の
や
り
方
を
変
え
た
が
、
変
化

し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

　

い
か
に
多
く
の
兵
員
や
装
備
を
破
壊
・
損
耗
さ
せ

て
も
、
敵
が
侵
攻
の
意
思
と
能
力
を
保
持
し
て
い
る

限
り
、
戦
争
は
終
結
し
な
い
。
ま
た
、
戦
闘
で
占
領

さ
れ
た
地
域
は
、
自
ら
の
力
で
奪
還
で
き
な
い
場
合

に
は
、
停
戦
交
渉
の
取
引
材
料
と
な
り
、
占
領
さ
れ

た
ま
ま
最
悪
の
状
況
が
継
続
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

過
酷
な
陣
地
戦
や
塹
壕
戦
を
戦
い
、
最
終
的
に
国
土

を
守
る
力
は
、
ド
ロ
ー
ン
単
体
で
は
な
く
、
戦
闘
能

力
の
高
い
部
隊
と
隊
員
、
そ
し
て
長
期
間
の
戦
争
に

耐
え
う
る
総
合
的
な
継
戦
能
力
で
あ
る
。

⑶　

生
産
及
び
改
良
能
力

　

ド
ロ
ー
ン
戦
は
消
耗
戦
で
あ
り
、
安
価
で
大
量
か

つ
最
新
の
ド
ロ
ー
ン
を
い
か
に
迅
速
に
供
給
で
き
る

か
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
前
線
で
は
月
間
で
数
万

機
の
機
体
が
損
耗
し
て
お
り
、
こ
れ
を
持
続
的
に
供
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給
す
る
強
固
な
兵
站
体
制
の
構
築
が
不
可
欠
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
技
術
の
陳
腐
化
も
極
め
て
速
い
こ

と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
敵
の
電
子
戦
対
応
に
合

わ
せ
、
短
期
間
で
機
体
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
更
新
し

続
け
る
こ
と
が
必
要
で
、
防
衛
生
産
基
盤
と
現
場
の

運
用
部
隊
が
密
接
に
連
携
し
、
迅
速
な
改
良
と
供
給

を
継
続
す
る
体
制
が
求
め
ら
れ
る
。

⑷　

自
然
環
境
の
影
響

　

ド
ロ
ー
ン
の
運
用
は
、
電
磁
波
環
境
に
加
え
て
自

然
環
境
に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。
特
に
小
型
ド

ロ
ー
ン
は
、
強
風
、
豪
雨
、
降
雪
、
濃
霧
な
ど
の
悪

天
候
下
で
は
飛
行
能
力
や
偵
察
能
力
が
著
し
く
低
下

し
、
運
用
が
制
約
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
バ
ッ
テ
リ
ー

に
起
因
す
る
稼
働
時
間
の
短
さ
は
、
長
距
離
に
お
け

る
継
続
的
な
偵
察
・
攻
撃
能
力
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

ま
と
め

　

著
者
の
砲
兵
部
隊
指
揮
官
経
験
を
踏
ま
え
て
、
ロ

シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
観
察
し
て
き
た
が
、
ド

ロ
ー
ン
は
間
違
い
な
く
戦
争
の
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン

ジ
ャ
ー
で
あ
る
。
代
表
的
な
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

は
、
火
薬
の
発
見
か
ら
始
ま
り
、
機
関
銃
、
戦
車
、

航
空
機
、
空
母
、
核
兵
器
、
偵
察
衛
星
な
ど
だ
が
、

ド
ロ
ー
ン
も
確
実
に
加
わ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
戦
争

の
前
提
や
常
識
を
覆
し
、
戦
い
方
そ
の
も
の
を
根
底

か
ら
変
化
さ
せ
る
力
を
持
つ
兵
器
で
あ
る
。
砲
兵
部

隊
の
運
用
を
通
じ
て
培
っ
た
著
者
の
軍
事
的
常
識
は
、

既
に
陳
腐
化
し
て
い
る
。
ド
ロ
ー
ン
は
、
戦
場
を
可

視
化
し
戦
場
の
霧
を
大
き
く
払
拭
し
、
キ
ル
チ
ェ
ー

ン
を
一
体
化
し
て
数
秒
単
位
で
完
結
さ
せ
る
。
安
価

な
F
P
V
ド
ロ
ー
ン
が
、
装
甲
防
御
力
に
優
れ
た
高

価
な
戦
車
を
簡
単
に
撃
破
し
、
前
線
の
広
範
囲
な
地

域
が
キ
ル
ゾ
ー
ン
と
な
り
、
機
動
戦
の
利
点
を
奪
い

去
り
、
戦
い
を
消
耗
戦
へ
と
移
行
さ
せ
て
い
る
。

　

大
型
艦
艇
や
潜
水
艦
を
保
有
し
て
い
な
い
ウ
ク
ラ

イ
ナ
軍
が
、
ロ
シ
ア
海
軍
の
艦
艇
や
潜
水
艦
を
ド

ロ
ー
ン
で
撃
沈
し
て
い
る
。
戦
略
爆
撃
機
を
持
た
な

い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
、
F
P
V
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た「
蜘
蛛
の
巣
作
戦（O

peration W
eb

）」に
よ
り
、

ロ
シ
ア
領
土
の
縦
深
部
の
戦
略
爆
撃
機
を
破
壊
し
て

い
る
。

　

将
来
戦
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
領
域
で
ド
ロ
ー
ン

は
必
要
不
可
欠
な
兵
器
と
な
っ
て
い
る
。
ド
ロ
ー
ン

は
単
な
る
新
兵
器
で
は
な
く
、
地
上
型
機
動
戦
を
全

ド
メ
イ
ン
機
動
戦
へ
昇
華
さ
せ
る
「
黄
金
の
鍵
」
と

な
り
う
る
兵
器
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
戦
場
が
ど
れ
ほ
ど
可
視
化
さ
れ
て
も
、

残
り
続
け
る
「
不
確
実
な
霧
」
の
中
で
最
終
的
に
決

断
を
下
す
の
は
人
で
あ
る
。

　

将
来
の
戦
争
に
備
え
る
た
め
に
は
、
ド
ロ
ー
ン
の

技
術
と
装
備
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
人
と
ド
ロ
ー

ン
が
密
接
に
連
携
し
た
部
隊
編
成
を
創
造
す
る
こ
と

が
、
陸
海
空
自
衛
隊
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
時

代
は
、「
陸
・
海
・
空
の
統
合
作
戦
」
か
ら
、「
人
と

ド
ロ
ー
ン
一
体
と
な
る
新
た
な
統
合
作
戦
」
へ
確
実

に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。（
完
）

は
じ
め
に

　

国
際
刑
事
裁
判
所
（
I
C
C
）
は
、
プ
ー
チ
ン
大

統
領
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
等
に
対
し
戦
争
犯
罪
人
と

し
て
逮
捕
状
を
発
付
し
て
い
る
が
、
逮
捕
拘
束
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　

ロ
シ
ア
も
イ
ス
ラ
エ
ル
も
I
C
C
の
締
約
国
で

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、締
約
国
を
訪
問
し
た
際
に
、

同
国
に
よ
る
逮
捕
に
期
待
す
る
他
に
方
法
が
な
い

が
、
現
実
は
前
号
で
紹
介
し
た
と
お
り
の
状
況
で
あ

る
。

　

特
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
の
公
式

訪
問
を
受
入
れ
た
際
、
I
C
C
か
ら
の
脱
退
を
表
明

し
、
同
首
相
を
拘
束
す
る
こ
と
な
く
出
国
さ
せ
た
。

戦
争
犯
罪
人
は
裁
け
る
の
か 

⑵

〜
I
C
C
の
挑
戦
〜佐

藤　

庫
八　
陸
自
76


	ドローンは戦い方をどのように変えたか（その6・最終回）
	戦争犯罪人は裁けるのか （2）〜ICCの挑戦〜

